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要         旨 

この論文はロシア連邦サハ共和国（ヤクーチア）を中心に居住する民族であ

るサハの人々が、ホムスと呼ばれる口琴による音楽を復興し再活性化させるプ

ロセスの中で、中心的な役割を果たしてきたホムス奏者たちの諸活動を明らか

にすることを第一の目的としている。さらに、そのホムス奏者たちが過去から

現在そして未来へと伝えていこうとしていることが何であり、またその活動

が、ホムス音楽の伝承や伝播の仕掛けとして今日どのように機能しているのか

を考察することを第二の目的としている。申請者は、卒業論文以来継続して口

琴の音楽とその奏者の活動について研究しており、最初は日本の口琴の楽器学

的な位置づけを検討することであったが、博士前期課程においてサハ共和国で

の現地調査とサハ語およびロシア語の修得によって、口琴の音楽と奏者の活動

へと研究範囲が広がった。博士後期課程では現地調査によってサハ共和国での

音楽学研究を踏まえて、ロシア語による文献資料をはじめとして音源や映像の

資料を渉猟し、サハの歴史と現在を結ぶホムス奏者の活動に焦点を当てた研究

へと至った。現在のホムス奏者としてイヴァン・アレクセイエフやスピリド

ン・シシーギンの活動を論じると共に、サハの音楽学者であるガリーナ・アレ

クセーヴェの研究を基にして、ソヴィエト連邦時代に「民俗音楽から専門的音

楽」へと口琴音楽を導いた作曲家であり理論家であったマルク・ニコラエヴィ

チ・ジルコフの『ヤクート民俗音楽』を紹介し、その位置づけを行なった。 
本論文はサハの外側からの、ホムス音楽に関する最初の学術研究である。 

  審査委員会は最終試験を含めて３回開催され、序論で提示された理論的枠

組みを本論において徹底し結論に導くべき大きな筋道を洗練し、さらに、表

記上の問題点、参考文献の記述などの細部にわたる修正を要求し、それに対

して申請者は適切な修正をした。また、題目についてもより一層内容を反映

するかたちで「復興と再活性化」という表現に改められた。公開発表は 2 月

13 日に開かれ、多くの参加者があり、ジルコフの時代との相違や近代化のプ

ロセスでの音楽の変化など歴史的視点での質問や、楽器としての 12 音のホム

スなど音楽学の種々の分野から質問が盛んにあり、申請者は適切な応答をし

た。最終試験では、申請者の語学力について検討し、国際学会での発表など

多くの経験を経ていることから十分であることが明らかとなった。以上か

ら、本審査委員会は、この論文が本学の学位論文として優秀なものであり、

申請者が博士（人文科学）、Ph.D. in Musicology に相応しいと判断した。 
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